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カリフォルニア州商法および環太平洋地域案件専門の法律事務所 
 
 スティーヴン・Ｇ・寺岡氏は、32 年前

に寺岡法律事務所を設立して以来、総合弁

護士として、グローバル企業をはじめ、地

域企業や地元企業、プロフェッショナル職、

個人顧客を含めて、法律サービスを提供し

て き た 。 寺 岡 氏 は 、 本 誌 （『 Super 
Lawyers』）の「最高の弁護士」に選定さ

れ、アメリカ屈指の弁護士名鑑『マーティ

ンデール・ハベル』では最高のＡＶランク

を付与されている。現在、サンフランシス

コ、シリコンバレー、ロサンゼルスの３ヶ

所に事務所を持ち、会社法・商法関連、米

国現地法人立ち上げ、雇用問題、多国間ラ

イセンス取引、日本語関連サービス、企業

買収・合併、ビジネス関連移民法、ビジネ

ス関連訴訟などの分野で際立った活動を

行っている。 
 

 寺岡氏は、カリフォルニア州最高裁判所

などを舞台にビジネス関連訴訟を扱った

豊富な経験を生かし、クライアント企業の

依頼に応えている。北カリフォルニア日本

商工会議所の会頭を務めた経験もあり、環

太平洋地域のビジネス社会と深いつなが

りを持っている。寺岡法律事務所はキッコ

ーマン醤油のマーケティングを支援し、ア

ジアの食品分野において、世界最大の卸売

業者であるＪＦＣインターナショナルに

も定期的に助言を与えている。日本のアニ

メやポケモンブームに関連した仕事もこ

なす一方、セガの事業買収を支援し、野村

総合研究所がアメリカの同社系列会社を

組織化するのを援助した。また、アメリカ

女子プロゴルフ（ＬＰＧＡ）の試合を日本

でテレビ放送する際の契約交渉にも当た

っている。 
 
 寺岡法律事務所には、依頼人に献身的な

サービスを提供してきた 30 年の実績があ

る。 
 



『Super Lawyers』誌の「最高の弁護士」選考手順 
 
 「最高の弁護士」の選考手順の目的は、優れた弁護士を様々な側面から網羅した、信頼

性の高いリストを作成することにある。 
 

 『Super Lawyers』誌を発行するキー・プロフェッショナル・メディア社は、2006 年 12
月、アメリカ有数の市場調査・コンサルティング会社であるグローバル・ストラテジー・

グループ（ＧＳＧ）に、同社が採用している「最高の弁護士」の選考手順について、独自

の評価を依頼した。ＧＳＧは報告で、この選考方法は科学的かつ客観的だと結論付け、次

のようにコメントしている。 
 

「代表的な候補者リストを大規模に作成するのに利用される情報源は広範囲にわたり、各

候補者の詳細なデータが調査され、候補者の評価実施要綱、専門家チームによる検討シス

テム、細心なチェック、バランスがプロセスに盛り込まれており･･････偶然や個人の好み

が選考に影響を及ぼすことは、まずない」 
 

 その弁護士が同業者から認められ、プロとしての実績を挙げていることを実証するため

に、『Super Lawyers』誌は何段階にもわたるユニークな選考方法を採用しており、ほかの

法曹関連出版社の追随を許さない。 
 
第１ステップ 候補者リストの作成 
 

州全体にわたる弁護士調査 
 

・ 毎年、『Super Lawyers』誌は、最低５年間は実務についている弁護士を対象に、州全

体で調査を実施する。 
・ 全国で推計 80 万人の弁護士がこの調査に参加しており、それぞれの弁護士は、自分が

個人的に最高だと考えている弁護士を指名する。 
・ 同じ事務所に所属する弁護士から指名があった場合は、事務所内部の指名と合致する外

部からの指名が、少なくともひとつあった場合のみ、カウントされる。（事務所外から

の指名は、内部の指名よりも高い点数価値があるのが当然だ。また、自分自身を指名す

ることはできない） 
 

『Super Lawyers』誌のデータベースには、誰が誰を指名したかという情報が保管されて

いる。このことにより、過度の「談合」指名（弁護士が互いに指名し合うこと）や「組織

ぐるみの指名」（ひとりを同じ法律事務所のメンバー全員で指名すること）があっても、発

見することができる。 
 

 



「スター調査」の手順 
 
 『Super Lawyers』誌は、その後「スター調査」手順を行って、候補者リストに名前を追

加する。「スター調査」手順では、弁護士を中心としたスタッフが以下の方法で調査し、優

秀な弁護士を見つけ出す。 
 
・業界紙や法律誌をはじめ、全国および各地域の定期刊行物をチェック。 
・無数のデータベースやオンライン情報を調査。 
・法律事務所への電話および対面インタビューの実施。 
 
第２ステップ 候補者リストに挙がった弁護士の評価 
 

 第１ステップの完了後、『Super Lawyers』誌の調査部門が、同業者に認められているか、

どのような業績を上げているかを調査して、各候補者の経歴と実務経験を評価する。 
 

候補者の評価に考慮される要件 
 

・裁判でどのような評決、決定を得たか 
・取引内容 
・代表的なクライアント 
・実務経験 
・表彰、受賞など 
・特別な免許や認定資格 

・事務所内での地位 
・弁護士会などでの専門的活動 
・無料相談や地域貢献 
・学校での講義や論文執筆 
・学歴と職歴 
・その他の優れた業績 

 
第３ステップ 専門分野の同業者による評価 
 
・ リストの候補者は、その専門分野ごとにグループ化される。 
・ 投票（第１ステップ）と質的評価（第２ステップ）の総計で高いポイントを得た候補者

が、その専門分野を担当する専門家チームで討論にかけられる。 
・ 専門家チームのメンバーは、担当する専門分野の候補者リストを評価し、点数をつける。 
 
最終選考 
 

 最終候補者は、事務所の規模によってカテゴリー分けされる。各カテゴリーで最高の総

得点を得た候補者が、「最高の弁護士」に選定される。 
 

 『Super Lawyers』誌に「最高の弁護士」と認められるのは、その州の全弁護士のわずか

５パーセントである。 




